
当社のブロック舗装の目地材「メジモールサンド」が国土交通省のテーマ設定型（技術公募）で道路の雑草抑
制技術に選定され、公表されました。これにより国土交通省直轄工事において使用を原則義務化となりました。

メジモールサンドとは、砂粒子を撥水加工したブロック舗装の目地に充填する材料です。目地部を撥水させて
乾燥を早め、雑草の成長に必要な水分の供給を阻害するので雑草の成長を抑制しブロック舗装の景観を維持
させます。この砂は充填後も硬化しないので補修が容易です。

公募対象となった技術は、線的雑草抑制技術、面的雑草抑制技術、つる植物雑草抑制技術抑制技術の3点でそ
のすべてに選定されました。
選定技術名は「乾式ブロック舗装における雑草防止目地砂」です。

また、一般的にメジモールサンドを充填したブロック舗装は、目地からの雨水の浸透を抑制するため非透水性
の路盤（アスファルト安定処理、人工躯体等）上の敷砂層の液状化も抑制します。その結果、ブロックのガタツキ
や移動を抑え、舗装の耐久性にも効果があります。

　ブロック舗装の実施例として、橋梁の歩道部、地下の躯体上のブロック舗装、アスファルト安定処理路盤にお
ける車両通行路があります。

美観を損ねる雑草の抑制とブロック舗装の耐久性向上に「メジモールサンド」はブロック舗装の優れた副資材
としてご提案いたします。
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